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１．工事内容

　当工事は既設雨水・汚水合流幹線を分流
させ、新設で構築された処理施設へ導水さ
せるために排水管を設置する工事である。
工事背景には、昨今の異常雨量による処理
施設への流入量が処理能力を超えてしまう
為、処理対応が困難であった。その為処理
施設を増設し流入量を分水する工事を今回
施工した。

掘 削 寸 法：幅3m×延長10m×深さ7m
土 留 め 壁：鋼矢板３型（Ｌ＝11m）
管 種 類：ダクタイル鋳鉄管NS型
　　　　　　φ1000mm
管布設延長：8.8m
掘 削 土 質：砂質土
土留支保工：２段

２．工事の経緯

　下記の手順で施工を行った。
①鋼矢板圧入工
②薬液注入工
　（既設分水人孔と鋼矢板との欠損部）
③掘削工・土留支保工
　（２段目まで繰り返し）
　現場が海岸付近に位置していることから
掘削範囲の土質がほぼ砂質土で成り立って
いた。その為、当初鋼矢板の施工を油圧圧
入工で行っていた。しかし既設の分水人孔
施工当時に周囲の止水目的で施工されたと
思われる地盤改良の跡が見られ圧入単独で
の施工が困難になった為、アースオーガ併
用圧入工に変更して施工を行った。
　順次薬液注入工・掘削工・土留め支保工
を進めていき、２段目の土留め支保工を終
え、最終の床付け掘削を行っていたとこ
ろ、GL-6.5m付近の既設分水人孔と鋼矢板
との欠損部から突然出水した。

管路掘削工における土留欠損部からの出水
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写真－１　出水状況

図－１　現場平面図
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３．原因

　今回の出水原因として以下の点が考えら
れる。
①欠損防護部の強度不足
　既設分水人孔と鋼矢板との欠損幅が
10cm程度であった為、発注者と協議の結
果止水目的を主とする薬液注入工で施工を
行った。施工箇所の立地条件上、掘削重機
が鋼矢板背面の際に近寄っての施工となっ
た為、作業時の振動が伝達したことと、既
設分水人孔周囲の改良体撤去時のブレー
カーによる振動が欠損部に影響を与えたと
考えられる。

②既設改良体との密着性不足
　出水後に既設分水人孔の施工記録を調査
した結果、分水人孔周囲に改良体天端高
GL-5mの範囲で高圧噴射攪拌工（CJG）を
施工していたことが判明した。その為、薬
液注入工と高圧噴射攪拌工による境界部が
弱点となり出水の原因と考えられる。

③その他
　左記で挙げた高圧噴射の改良体に鋼矢板
を打設したことで欠損部が発生し薬液注入
の浸透不足により止水効果が不十分であっ
た可能性もある。

４．反省点

　施工箇所が歩道部に面していた為、周辺
地盤への影響を考慮し、急遽掘削箇所を
GL-4.5m付近まで埋戻しを行い、欠損箇所
背面に広範囲に追加薬液注入を行った。４
日間の薬液注入施工後、埋戻した土砂を取
り除き出水跡の完全止水を確認してから最
終の床付け掘削を行った。
　今回の出水により、土砂の埋戻し及び撤
去、追加薬液注入を行った結果、約１ヶ月
遅れて掘削を完了することが出来た。その
間懸念された歩道部等周辺地盤の陥没が見
られなかったのは不幸中の幸いであった
が、施工場所の条件等を考えると一歩間違
えれば広範囲に被害が及び大惨事になって
いた可能性があった。
　欠損箇所の幅が小さいことから問題点を
軽視してしまい、工程管理及び原価管理を
優先させてしまった事の安全意識の低さが
全ての要因に繋がっている事が今回の一件
で身にしみて分かった。
　近年の工事の大規模化及び大深度化に伴
い、万一災害が発生した場合の被害は計り
知れないものがあり、また今回のように市
街地での工事は人命に大きく関わるもので
あるので、今後は土木技術者としてあらゆ
るリスクを想定し、対応できる知識、経験
を元に施工管理を行っていけるよう心掛け
たい。

図－２　断面図


